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長峯遺跡全景(北 上空より)

箕輪遺跡A低 地古代水田跡



序
高速道路関連事業などが一応の区切 りとなった本年度から、当センターは長野県内全域に渡

っての埋蔵文化財発掘調査事業に対応す るという姿に衣替 えを致 しました。国営公園関連、高

規格道路関連、国道バイパス関連、県営圃場整備関連、県道改良関連、農道整備関連な ど、多

様な公共事業に対応 した調査 を実施 しましたが、 これ らの事業は県内各地に分散 してお り、当

センター も全県的な対応の実績 を積み上げて参 りました。 また、市町村等の埋蔵文化財調査に

対する調査研究員の派遣や、出土遺物の保存処理なども実施 してお り、名実 とも長野県の埋蔵

文化財センタ,___.としての役割 を果たすことになりました。

当センターに対す るもう一つの期待は、普及 ・公開活動であ ります。本年度 も長野県立歴史

館や長野県民文化会館 を会場 とした企画展だけでな く、県内各地に会場 を借 り、市町村教育委

員会の調査資料 も含めた展示会 をい くつか実施 しました。講演会の開催なども含め、県民に親

しまれる普及活動にも力を注 ぐ所存です。

本書は平成12年 度に当センターが実施 した事業の概要 をまとめたものです。ご参考 となれば

望外の喜びです。

日頃よ り当センターの事業にご協力 ・ご指導いただいている関係各位にお礼申し上 げるとと

もに、一層のご支援 をお願いする次第です。

平成13年3月

長野県埋蔵文化財センター

所長 佐久間 鉄 四郎



目 次

口絵写真

長峯遺跡全景(北 上空 より)(上)

箕輪遺跡A低 地古代水田跡(下)

序

目次

1発 掘調査及び整理作業の概畢

1仲 町遺跡

2川 久保遺跡

3入 幡遺跡群

4上 五明条里水田趾

5矢 出川遺跡群

6山 の神遺跡ほか

7長 峯遺跡

8馬 捨場遺跡

9箕 輪遺跡

10川 路大明神原遺跡

....1

....3

....5

....6

....g

....g

....g

・…11

∴ ・・15

… ・17

… ・21

11竹 佐中原遺跡

12石 子原遺跡

13駒 込遺跡

14香 坂山遺跡ほか

II普 及 ・公開活動の概要

1現 地説明会

2展 示会等

3指 導 ・研究会 ・学習会

4刊 行物

III機 構 ・事栄の概要

1機 構

2事 業

平成12磯 役員及び獺

23

24

27

28

・・・…29

・・・…30

1・・…32

1・・…32

・・…33

・… ・33

・… ・37



1発 掘調査及び整理作業の概要

平成12年 度の発掘調査は、担い手育成基盤整備事業関連 ・畑地帯総合整備事業関連 ・広域営

農団地農道整備事業関連 ・国営公園関連 ・高規格道路関連 ・国道バイパス関連 ・緊急地方道整

備事業関連の諸遺跡を対象 とした。整理作業は上信越 自動車道関連 ・農道整備事業関連遺跡 を

対象 とした。概要 を以下の一覧表に示す。

(1)発 掘 調査

発掘調査の うち12遺 跡は記録保存の本格調査、4遺 跡は確認調査 である。記録保存調査の う

ち仲町遺跡、川久保遺跡、上五明条里水田趾、山の神遺跡、長峯遺跡、川路大明神原遺跡が先

年来の継続調査、それ以外は新規の遺跡である。山の神遺跡は4年 越 し、川久保遺跡 ・上五明

条里水田趾 ・長峯遺跡は2年 越 しの記録保存を終了させ た。山の神遺跡検出の 日本最古の列石

遺構は現状のまま保存 し、今後活用方法 を検討することとなった。長峯遺跡は大苦戦の末、大

規模な縄文集落を完掘 した。大規模遺跡である仲町遺跡 と川路大明神原遺跡は終了を次年度に

持ち越したが、いずれもほぼ予想通 りの内容で、全体像 をほぼ把握す るまでに至った。古 くか

ら著名 な箕輪遺跡はついに水田跡を検 出し、学界の期待 に応える内容 となった。馬捨場遺跡は

旧石器時代のブロックが発見されるなど予想外の成果 を収めた。八幡遺跡群や竹佐中原遺跡は

大規模だが、本年度は遺跡の中心部分 を把握できないまま終わ り、石子原遺跡は縄文時代～古

墳時代の良好 な資料は得 られたものの、期待 された前期 旧石器時代の遺構 ・遺物は発見されな

かった。いずれ も次年度以降に期待がかかる。

確認調査の うち矢出川遺跡群は遺構 ・遺物が認められず、本年度工事着工区域の現道路敷の

掘削には立 ち会い調査を実施 したが、やは り遺構 ・遺物は発見 されなかった。窪平遺跡ほかア

ルプスあつみの公園関連の確認調査 も、遺構 ・遺物は発見されなかった。

(2)整 理作業

上信越 自動車道関連の香坂山遺跡 と県単農道関連の駒込遺跡の整理作業は、印刷 ・刊行 まで

完了 した。
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[発掘調査]

国道18号野尻バイパス関連

所在地 遺跡名
調査対
象面積

m2

契 約
面 積

m2

調
査
面

調査延
面 積

m2

調査期間 調査
員数

調査
状況

主な検出遺構 主な出土遺物
次年度以

降調査 面

積m・

信 濃 町
仲 町 16,960 10,500 2 19,300

12/4/27
～12/12/1 8 継続

旧石器時代ブロック

平安時代～近世集落

ナイフ形石器等

縄文創草期土器
5,100

川 久 保 6,500 500 1 500
12/5/17

～12/6/30 2 終了 中世建物
縄文創草期～早期土
器、古墳時代土器

0

国道18号 更埴 一 坂城 バ イパ ス関連

更 埴 市
入 幡

50,000

以 上
6,000 1 6,000

12/6/14
～12/12/26 2 継続

古:墳時代集落:

平安時代建物跡
古墳時代土器
木製農具

未定

緊急地方道整備関連

坂 城 町
上 五 明 500 350 2 700

12/7/23
-12/10/14 2 終了

近世水 田、土坑 、

焼土跡
中 ・近世 陶磁 器 0

農道整備事業関連

南 牧 村
矢 出 川 未定 24 1 24

12/11/23
-12/12/8 3 継続

なし

試掘調査と工事立会
な し 未定

国営アルプスあつみの公園関連

大 町 市
山 の 神 40,000 2,000 2 2,500

12/4/25
～12/9/1 2 終了 縄文早期集落 縄文早期土器 ・石器 0

菅 ノ 沢 1,204 1,204 1 1,204
12/5/18
～12/8/23 2 終了 弥生時代土坑

縄文時代土器 ・石器
弥生時代土器

0

窪 平
ほか

未定 196 1 196
12/6/29
-12/11/16 1 継続

なし

試掘調査
な し 未定

担い手育成基盤整備事業関連

茅 野 市
長 峯 32,000 15,510 1 15,510

12/3/10

～13/1/12 3 終了 縄文中期環状集落
縄文土器 ・石器、

土偶、窮翠製垂飾 等
0

広域営農団地農道整備関連

茅 野 市

馬 捨 場 10,500 8,500 2 10,500
12/5/8
～8/25 3 継続

旧石器時代ブロック

縄文中期集落

尖 頭器、ナ イフ形石

器 、縄 文中期土器、

石 器

2,000

国道153号 伊那 バ イパ ス関連

箕 輪 町
箕 輪 36,000 13,000 3 14,500

12/10/10
～13/2/28 5 継続

古墳時代～近代

水田跡、弥生～古墳
時代集落

弥生 土器、古墳時代
土器、磨 製石 斧、杭、

農具i

23,000

一般国道474号飯喬道路関連

飯 田 市
大明神原 75,000 25,940 1 25,940

12/4/17
～12/12/23 3 継続

縄文中期集落

陥穴、土坑
縄文土器、土偶
石器等

25,000

竹佐中原 未定 4,860 1 4,860
12/11/30
-12/12/8 1 継続 縄文時代土坑 縄文土器、打製石斧 未定

石 子 原 未定 15,000 2 20,000
12/5/15
-y12/10/20 2 継続

旧石器時代ブロック

縄文早期集落、古墳

ナ イフ形石器、縄文

土器、特殊磨石 、古

墳時代土器

未定

[整理作業]

事 業 別 所 在 地 遺 跡 名 作 業 内 容

県 単 農 道 整 備

上 信 越 自 動 車 道

浅科村

佐久市

駒込

香坂山

報告書刊行

接合 ・実測 ・図版作成、報告書刊行
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なかまち

1仲 町遺跡(国 道18号 野尻バイパス関連)

所 在 地:上 水内郡信濃町大字野尻字上 ノ原549-1他

調査担当者:田 中正治郎 西山克己 臼田広之 市川隆之

鶴田典昭 伊藤友久 中島英子 山崎 まゆみ

調 査 期 間:平 成12年4月27日 ～12月1日

調 査 面 積:10,500㎡ 、延べ19,300㎡

遺跡の立地:丘 陵上の平坦面及び低地に向か う斜面部。

検 出 遺 構:旧 石器時代のブロック ・礫群 ・炭化物集中。

縄文時代の落し穴。平安時代の竪穴住居跡、

中世 ・近世の道跡、掘立柱建物跡他。

出 土 遺 物:旧 石器時代 ・縄文時代草創期 を中心 とした

石器群。縄文時代草創期 ～晩期、弥生時代

中期、古墳時代～近世の土器 ・陶磁器類。
第1図 遺 跡 の 位 置(1ioo,000)

調査の概要:国 道18号 野尻バイパス、県道、及び除雪ステー ションの建設に伴 う調査で、それ

ぞれバイパス地点、県道地点、除雪ステーション地点 と仮称する。 また、バイパ

ス地点は長野県埋蔵文化財センターが担当す る地区 と、信濃町教育委員会が担当

する地区とに区分 され、当センタ.___の調査 区はA、B、Cの3地 区に区分 して調

査を実施 した(第2図)。

旧石器時代:丘 陵上の平坦部(除 雪ステーション ・バイパスAB地 区)で 遺物集 中区が多数

検出され、石器 ・剥片類:などが約19,000点 出土 した(第3図)。 礫群の多 くはIV層 に検 出され

たが、Vb層 上面ではSH310な ど、小 円礫 を配置 したような出土状況 を示す ものが数例確認

された(第4図)。 また、C地 区の斜面部 より石刃 を多数含む石器群が確認 された(第5・7図)。

縄文時代:C地 区で草創期の遺物がまとまって出土した。未整理 であるが、上層に爪形文土

第2図 仲町遺跡平成12年度調査区
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器、下層(砂 礫層)に 円孔文土器 ・隆起線文土器 ・無文土器が出土 し、それに伴 う石器群が認

め られる(第6図)。 なお、下層の砂礫層は野尻湖発掘調査団のカツレキ層に当たる。 また、

県道地点の流路内の砂礫層 より、縄文時代後期 ・晩期の遺物が多数出土 し、その上層では、弥

生時代中期、古墳時代前期か ら平安時代にわたる遺物包含層が形成 されている。

平安時代:仲 町遺跡周辺は東山道の沼辺駅の推定地 とされ、8世 紀末か ら9世 紀初頭の竪穴

住届跡が7棟 調査 されてお り、複数の住居跡よ り 「十」の墨書 ・刻書土器が出土 した。古代で

は、信濃町内最古期の集落であ り、沼辺駅 との関連が注 目される。

第3図 旧石器時代遺物集中区概念図(調 査時点の認識)

第4図 バ イパ スB地 区SH310(Vb層 上面)

一 写

第5図

瀞え翼盟鰯5　 欄w一 解映w6を㎜ ㎜ 盟 呂獅 く蝋『郵疫'ウζゾ%一 ン働'n.

バ イパ スC地 区SQO7(iv層)

第6図 バ イパ スC地 区 カツ レ キ層 出土遺物 第7図 バ イパ スC地 区SQO7の 石器
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中世 ・近世 バイパスA・B地 区で道跡 と思われる硬化面が複数検 出されたが、遺構に伴 う

遺物が少な く、時期判定が困難である。遺跡内を北国街道が通過 してお り、仲町周辺は中世以

来交通の要衝 であった といわれている。

道跡の中には、底面が硬化 した溝状の

遺構があ り、これらは中世にさかのぼ

る可能性がある。 また、県道地点は近

世北国街道の野尻宿にあた り、中世 ・

近世の掘立柱建物跡 ・井戸跡などの遺

構群が検出され、多数の古銭 ・陶磁器

などの遺物が出土 した。また、火災の

痕跡 と考 えられ る炭化物層が部分的に

検出されてお り、嘉永元年(1848)な

どの大火 との関係 を検討す る必要があ

る。 第8図 県道地点掘立柱建物跡群(中 世以降)

かわ く ぼ

2川 久保遺跡(国 道18号 野尻バ イパス関連)

所 在 地:上 水 内郡信濃町大字野尻917-1ほ か 調 査 担 当者:西 山克己 臼田広之

調 査 期 間:平 成12年5月17日 ～6月30日

調 査 面 積:500m2

遺 跡 の 立 地:丘 陵斜面～氾濫原性低地 時 代 と時 期:縄 文時代草創期～古墳時代

遺 跡 の 特 徴:土 器集中地点 主な検出遺構:土 器集中

主な出土遺物:縄 文時代早期の土器 ・石器、古墳時代前期 ～中期の土器

今年度のバイパス工事の設計変更により、急きょ500m・の調査 を行 うこ ととなった。調査位

置は昨年度調査区北端の西隣 りにあたる。

今回の調査では、昨年度の調査成果より、古墳時代の特に4世 紀後半から6世 紀前半を中心

とする土器の出土が予想 された。 しか し、昨年度同様の丘陵斜面 と氾濫原性低地の調査であっ

たが、丘陵斜面からは縄文時代早期か ら草創期の遺物のみが出土 し、昨年度の丘陵斜面での調

査 とは異なった結果 となった。 これらの遺物は北

側丘陵にある同時期の遺跡か らの転落遺物である

と考 えられ る。

氾濫原性低地は、昨年度 とは異な り比較的安定

していた地域のようである。遺物は昨年度同様に

4世 紀後半か ら6世 紀前半にかけての土器が多量

に出土 した。 また、中世の1軒 ×2軒 の掘立柱建

物跡が確認された。

第9図 川久保遺跡遠景
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や わた

3八 幡遺跡群(国 道18号 坂城 ・更埴バイパ ス関連)

所 在 地:更 埴 市 入 幡 字 中道1950番 地 の1ほ か

調 査 期 間:平 成12年6月14日 ～12月26日 まで

調 査 面 積:試 掘 対 象 面 積5,0000m2、 本 調 査6,000m・

遺 跡 の 立 地:佐 野 川 扇 状 地

調査担当者:町 田勝則

上田典男

中心 となる時代:古 墳時代後期 ～平安時代

遺 跡 の 特 徴:扇 状地の形成に関わった と考えられる旧流路

、 と、微高地部に位置する遺跡。

主 な 検 出 遺 構:埋 没流路(旧 流路)8本 、溝趾6本 、竪穴式

住居趾13軒 、掘立柱建物趾11棟 、土坑79基 な

ど。

主 な 出 土遺 物=墨 書土器、木製田下駄、馬鍬、木製椀 など

調 査 の 概 要:バ イパス予定地 は、入幡遺 跡群(遺 跡番号

85)指 定地にあたり、群内の登録遺跡は4つ

ある。北か ら外 く祢(85-8)、 北稲 付(85-

15)、 中道(85-3)、 社宮 司(85-16)の 各遺

跡である。

12年度は遺跡群全体の試掘調査 を進め、合

わせて北稲付ほかの登録遺跡を面調査 した。

第io図 八 幡遺 跡群位 置 図(1=50,000) 第ll図 調 査地 区名
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試掘の結果、八幡遺跡群は佐野川によって形成された扇状地の起伏、具体的には埋没流路 と

微高地部によって構成された立地条件 をとり、集落遺跡は特にその微高地部にて確認できた。

北稲付、大道の地籍がそれで、北稲付では湿地に隣接 して4棟 の掘立柱建物趾を検 出し、大道

地籍では13軒 の竪穴式住居趾 と7棟 の掘立柱建物杜を確認した。北稲付は1983年 に更埴市で調

査 した地籍に隣接 してお り、調査状況から判断して、同一遺跡の可能性が高い。出土遺物には

恵まれなか ったが、市調査分から推定 して、平安時代に属する遺構の可能性が高い。大道は未

周知の遺跡であったが、今回の調査で古墳時代

後期頃の集落遺跡であることが確認できた。南

北に埋没流路 と湿地帯が広が り、竪穴式住居 と

掘立柱建物 を整然 と配置 した様は、当該期 のム

ラの在 り方 を考えていく上に、良好な資料を提

供できたもの と考 えている。

また登録遺跡であった外 く祢遺跡、中道遺跡

は、 ともに埋没流路上にあって、流下物 と考え

られる遺物以外に、生活痕跡は確認できなかっ

た。 したがって今回の調査範囲では、それらを

遺跡地 として認定する根拠は得 られなかった。

文献

1984年 、更埴市教育委員会

「長野県更埴市入幡遺跡群 北稲付遺跡」

第12図 中道 遺跡 の調 査

第13図 大道 遺 跡(市 道北)の 掘 立柱 建 物:趾 第14図 大道遺跡(市 道南)の 竪穴式住居趾
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かみ ごみょうじょうり すいでん し

4上 五明 条里水田趾(県 道整備事業関連)

所在地:埴 科郡坂城町大字上五明字旅屋場651他

調査担 当者:桜 井秀雄 ・宇賀神誠司

調 査 期 間:平 成12年7月23日 ～10月14日

調 査 面 積:350m2(の べ700m2)

遺跡の立地:千 曲川左岸の沖積地

遺跡の特徴:近 世以降の水田跡

検 出 遺 構:土 坑2、 焼土跡1、 水田面2

出 土 遺 物:中 ・近世陶磁器

第15図 上 五 明条 里水 田趾位 置 図(llOO,000)

調査の概要:今 回は平成9年 度に実施 した前回調査に引き続 くものであり、調査地点は前回の

西側に位置し、遺跡の最西端にあたる。遺跡は千曲川左岸の沖積地西縁に広がる平安時代 ～近

世にかけての条里水 田趾 とされているが、前回調査では平安時代の集落が検出され、新 たな知

見が得 られている。調査は2面 にわた り実施 した。断面観察により2層 の水田面が確認できた

が、面的なひろが りは、第1調 査

面において上層水田面のわずかな

痕跡 と下層水田面の畦畔の一部が

検 出されたに とどまる。他には焼

土跡1基 が認められた。第2調 査

面では土坑2基 の他、 自然流路1

基が検出されたのみである。いず

れ も近世以降の所産 と考えられよ

う。第2調 査面以下については部

分的に重機 による深掘 りトレンチ

をいれたが、遺構 ・遺物はともに

全 く認められなかった。
第16図 全 景風 景(第1調 査 面)

や で がわ

5矢 出川遺跡群(畑 地帯総合整備事業関連)

所 在 地:南 佐 久郡 南 牧 村 大 字 野 辺 山401-1ほ か

調 査担 当者:川 崎 保 ・田 中 正 治 郎 ・百 瀬 長 秀

調 査 期 間:平 成12年12月6日 ～8日(試 掘)

11月23日 ～30日(工 事 立 会)

調 査 面 積:12地 点 ・24m2(試 掘)

遺 跡 の 立 地 二千 曲 川 の 支 流 、 西 川 左 岸 の 八 ケ 岳 山

麓 、 野 辺 山 高 原 の 東 南 端

調 査 の 概 要:遺 構 、 遺 物 と もに 検 山 さ れ な か っ た。

第17図 矢 出川 遺跡 群位 置図(lioo,000)
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やま かみ

6山 の神遺跡ほか(国 営アルプスあつみの公園関連)

所 在 地:大 町 市 常 盤 字 山 の 神7992ほ か

調 査 担 当者:川 崎 保 、 桜 井 秀 雄

調 査 期 間=平 成12年4月25日 ～9月1日

調 査 面 積:表 面 積2000m2、 の べ2500m2

遺 跡 の 立 地:高 瀬 川支 流 の乳 川 の 左 岸 、 神 明 原扇

状 地 扇 央 部

検 出 遺 構:縄 文 時 代 早 期 竪 穴 住 居 跡1(12)、

土 坑22(143)、 集 石 ・配 石 遺 構6

(72)(方 形 区 画 石 列 含)、 焼 土 集 中

20(45)()内 は のべ

出 土 遺 物:縄 文 土 器(押 型 文 、 貝 殻 条 痕 文 な

ど)、 石 器(石 鍛 、 ス ク レ イ パ ー 、

石 錐 、 特 殊 磨 石 、 台 石 な ど)

調 査 の 概 要:山 の神 遺 跡 の 基 本 土 層 は上 位 か ら順

に1層(表 土)、II層 、IIIa、IIIb、IVa、IVb

層 、V層 、VI層 、 巨礫 層 とな る。II、IIIa、IVa

層(黒 褐 色 砂 質 シ ル ト)の 土 壌 化 が 著 し く、 遺 物

を 多 く含 む 。IIIb、IVb層(黄 褐 色 シ ル ト質 砂)

は 土 石 流 に よ る 層 で 遺 物 は 少 な い。V層 、VI層

(黄褐 色 粗 砂)も 扇 状 地 形 成 後 に乳 川 が 押 し山 し

た 土石 流 に よ って 形 成 され た もの で あ る。 巨 礫 層

は神明原扇状地を形成する花w岩 で、径30cmか ら

2mく らいのものまでを含んでいる。

土層からは扇状地が形成されたあとも、乳川の

水位が高かったため容易に土石流が発生 し、土石

流が帯状に堆積 した部分に山の神遺跡が形成 され

ている。縄文時代早期になると乳川の水位は下が

り、土石流の規模は徐々に小さくなっている。III

a層 形成後は乳川自身の浸食などでさらに水位が

下が り、遺跡 自体が土石流で覆われることがな く

なったと理解される。

早期には伐採用の大型磨製石斧が存在 しないこ

とや竪穴住居跡群の外縁に風倒木痕が多数残って

いることを考えると、人為的に森を拓いて集落を

第18図 山の神遺 跡 ほか(1/io,000)

第19図 山の神遺 跡 出土 「卜ロ トロ石 器」

第20図 山の神遺跡出土押型文土器

9



第21図 山の神 遺 跡全体 図(1/1,200)

形成 したというよりは、土石流によって森の一部が帯状に開け、そこに集落を営みは じめたの

であろう。

遺構では径 ・深さともに2mを 超えるこの時期 としては超大型の円形の土坑SK1069を はじ

め数基がIVb層 直上で検 出された。またSH28(コ 字状 区画石列)の 南辺の延長上 にSH68・

69・75と いった石列がIIIb層 下面か らIVb層 直上で検 出された。竪穴住居跡SB16の 主軸の方

向もこの石列 にそっている。 コ字状石列およびその規格が永続的なものであったことが伺 える。

トロ トロ石器(異 形部分磨製石・器)は 今年度3点(第19図)出 土し、計41点 となった。

林 道 関 係:林 道関係は(第1表)の ような工程で、試掘調査 と面的な調査 をおこなった。

遺跡名 所 在 地 調査担当者 調査期間 林道名称 調査面積(地点)

菅 ノ沢(1) 大 町市常 盤8018-2ほ か 川崎 ・桜井 5/186/5 乳川林道 304m2

菅 ノ沢(2) 大 町市常 盤7949-2ほ か 市川隆之 8/21～23 乳川林道 900mz

まね き 大 町市常 盤7836-5ほ か 川崎 6/29-7/6 大 洞林 道(1) 44m2(11)

寺海戸 大 町市常:盤7793-1ほ か 川崎 6/30-7/6 大 洞林 道(2) 68mz(17)

窪平 大 町市常:盤7871ほ か 川崎 11/1316 常盤林道 84m2(21)

第1表 林道関係遺跡調査一覧

菅 ノ沢遺跡は、猛禽類の営巣への影響の有無で調査工程上(1)と(2)に区分 した。(1)地区は、昨

年度末の試掘調査で、遺構および遺物が検出されたので、面的な調査が必要であると認め られ

た。本年度の調査では、遺物包含層が洪水砂によって、上下2層 に区分 されることが判明した、

下層は縄文時代後晩期の遺物 を含み、上層は弥生時代後期の遺物や遺構があることが確認 され

た。(2)地区、 まねき遺跡、寺海戸遺跡、窪平遺跡では遺構 ・遺物は確認できなかった。
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ながみね

7長 峯遺跡(県 営圃場整備事業関連)

所 在 地:茅 野市北山8385ほ か 調査担 当者:柳 澤亮 ・寺内隆夫

調 査 期 間:平 成12年3月10日 ～13年1月12日 西香子

調 査 面 積:15,510mZ調 査総面積:36,750m2(11・12年 度合計)

遺跡の立地:入 ヶ岳の裾野、角名川に沿 う東西に長い細尾根状の台地上部 と、その南側の沢に

面する斜面。標高1,054～1,073m。 同 じ台地の西側下流に聖石遺跡が隣接。

遺跡の特徴:縄 文時代中期 ～後期の集落

検出遺構(調 査終了時点)出 土遺物

遺構名 数
(総数)

備 考

竪穴住居跡 141
(225)

縄 文 時代 中期219
〃 後期6

掘立柱建物跡 約10

(約20)

縄文時代中期 約18
〃 後期2

土 坑 約2,400

(約3,300)

貯蔵 穴 、墓 墳、柱 穴

ほか

焼 土 跡 3
(12)

住居の炉か

埋設土器 8
(10)

屋外埋設土器

集石跡 6
(6)

黒曜石の剥片集中
(石器製作跡か)ほか

土 器:縄 文時代 中期 ・後期土器

石 器:石 鍛、両頭石器、刃器、石錐、石匙、

打製石斧、磨製石斧、磨石、敲石、石

皿、台石

土製品:土 偶、耳飾、土鈴、土製円盤

石製品:垂 飾(ヒ スイ、滑石その他)

丸石、石棒

その他:黒 曜石の原石

調査の経過 芹ヶ沢地区圃場整備事業にかかる当センターの調査は平成10年 聖石遺跡に始ま り、

11・12年 長峯遺跡の3年 間で終了した。この調査 ではどちらの遺跡もほぼ遺跡全体が対象 とな

り、調査総面積 は50,000m2を 超える。その結果、昭和30年 代の開田工事による削平の影響 はあ

るものの、聖石遺跡 ・長峯遺跡 ともに縄文時代中後期の集落遺跡として良好な資料 となる調査

成果 を得 ている。

第22図 長峯 遺 跡位置 図(lioo,000)

長 峯 ながみね

聖 石 ひじりい し

別 田沢 べったざわ

縄文時代中期初頭～後期前半の集落

縄文時代中期後半～後期前半の集落

縄文時代中期後半～後期前半の集落

第23図 周 辺遺跡 の位 置(112,000)
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第24図 調査範囲図(1=4,000)

ここでは2ヵ 年分の調査成果について概要 を報告す る。最終的な成果は整理作業 を経た調査

報告書に記す。

台地の形成11年 に調査が終了した地区は本工事による掘削が進み、12年 の調査時には台地 を

南北に横断する高さ5mの 地層露頭面が観察で きたため、6月 に理学博士河内晋平氏による地

質指導を受けた。その結果、縄文時代の遺構調査面は厚さ1～2mの 降灰ローム層上面に位置

し、ローム層下位には火砕流堆積物が厚 く堆積 している状況が分かる。この火砕流は後期更新

世の入ヶ岳の火山活動 によるもの と考えられる。なお火砕流堆積物には泥炭層があ り、そこか

ら良好な炭化木の採集ができている。今後、試料の樹種鑑定 と年代測定 を試みたい。

遺構の分布(第25図)台 地は現在水 田と畑地に利用 されている。今回の調査により、台地上

には縄文時代中期初頭か ら後期初頭までの遺構が分布することが明らかになっている。また台

地の南斜面(台 地 より比高差5m)の 一部には後期前半の遺構がまとまっている。遺構時期は

陥 し穴 と馬の墓墳 を除 くと、すべて縄文時代中後期に限定 される特徴がある。包含層出土の遺

物 も遺構時期に合致す る。次に縄文時代各期の様相 を記す。

中期初頭 長峯遺跡で初めて住居が作 られ、集落が形成される時期 である。遺跡中央の台地縁

辺に沿うような位置に数軒の住居跡がある。住居跡はやや小形の略円形 をして埋甕炉 を持つ。

壁の立ちあが りは不明瞭なタイプが多い。住居跡周辺には貯蔵穴 と考えられる土坑がまとまる。

全体の遺構分布は一つの環状 とも、南北の台地縁辺に分かれる二つの弧状 とも見られる。

中期中葉 遺構分布は中期初頭 と重な りつつ東西に拡大 している。遺構数 も増大 し、住居跡や

貯蔵穴以外に1×1間 や1×2間 の堀立柱建物跡、土器や石器 を埋納 した墓墳の可能性を持っ

土坑など、その種類 も多様化 している。時期の細分作業は未着手であるが、現段階での所見で

は時期を経 るに従い、遺構の分布は徐々に台地東側に移行する傾向がある。集落形態も大 きく

一つの環状に見 られるが、遺構分析が進めば複数形態に分かれる可能性 もある。
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第25図 長峯遺跡の遺構分布 ※平 成11・12年 調 査 の航 空 写真 を合成 処理 してい る。

☆ 印は ヒスイ製垂 飾 り出土 の墓堰 集 中地点 を示 す。
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第26図 容器 を抱 える土偶

遺構名 長 さcm 最大幅cm 厚 さcm 重量9
1 SK1481 3.0 2.0 0.9 8.8

2 SK2370 5.9 2.7 1.7 53.7

3 SK2025 5.8 3.4 2.0 65.9

4 SK2618 9.9 3.6 1.7 122.7

第27図 ヒスイ製 垂飾 り

なお特殊な遺物 として、住居跡の覆土上層より、腹部が容器 と一体化 し、それ を両手で抱え

るような形態の土偶が出土 している。頭・腕・下半身が欠損 し、現存高13.5cmを 計 る(第26図)。

中期後葉 この時期になると遺構分布は大 きく変容す る。中葉 までの分布範囲 と重 なりつつ、

全体に台地東側の上流部分 に偏 り、そこに非常に明瞭な環状集落が形成 される。中央には径10

m程 の円形 をした遺構の無い範囲(広 場)が 設け られ、その周囲を取 り囲むように楕円形や長

方形をした墓塙が幾十も分布 している。墓墳の うち、4基 か らヒスイ製垂飾 り(第27図)が 見

つか り、特に大形の3点(第27図2～4)が 出土 した3基 の墓墳は非常に狭い範囲にまとまる

特徴がある(第25図 ☆印)。 また広場 と墓墳域の境界上面には扁平 な自然礫がほぼ同心円に並

べ られている。墓彊の外周には無数の土坑が密集 し、そこに1×2間 の6本 柱の掘立柱建物跡

も十棟程が配置されている。住居跡は土坑群の外側から台地の縁辺 まで複雑に重な り合ってい

る。また台地縁辺にある住店跡の一・部は斜面の崩落のために壊れていることから、縄文時代の

台地は今 より幅が広 く、谷への傾斜 も緩やかであったことがわか る。そして集落 も調査範囲以

上に大 きく展開 していた可能性がある。環状集落か ら離れた、遺跡西側の台地の南縁辺には同

時期の径1～2mあ る大形の貯蔵穴が並ぶ。 この群列は隣接す る聖石遺跡 までつながる。

中期終末～後期初頭 台地東側の縁辺に数軒の住居跡と貯蔵穴が分布する。その うち3軒 は敷

石住店跡であることが確認されている。遺構分布は中期後葉の集落内に収 まるが、敷石住居跡

が中期の墓堰群を壊 していることや、分布域が東縁辺に偏ることから、環状集落 とはやや形態

が異なる印象を持つ。

後期前半 これまでの台地上 を離れ、遺跡南西の南斜面に敷石住居跡、掘立柱建物跡(1×1

問)、 墓橿、貯蔵穴が分布する。今回の調査では小規模 の分布にとどまっているが、本工事 で

盛土保存される南側の谷地形への確認調査では斜面下位に遺物の集中があり、 より広範囲に集

落 を形成していたことが考 えられる。同 じ斜面の西側下流200mに ある聖石遺跡、谷を隔てた

南側の低 い尾根に立地する別田沢遺跡(第23図)な ど、既存の遺跡範囲を超えた関連性 を考 え

る必要がある。

今後の作業 聖石遺跡、長峯遺跡 ともに本格的な整理作業はこれか ら始まる。発掘調査によっ

て得 られた成果 を踏まえ、膨大な遺構 と遺物の正確な資料化に努めたい。そこから標高1,000

mの 台地に生活した縄文時代の人々の暮 らしぶ りが明らかになるだろう。
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うますて ば

8馬 捨場遺跡(広 域農道改良事業関連)

所 在 地:茅 野市泉野5729番 地他 調査担 当者:河 西克造、臼居直之、宇賀神誠司

調 査 期 間:平 成12年5月8日 ～8月25日

調査表面積:8,500㎡(実 質面責10,500m2)

遺跡の立地:入 ケ岳の裾野、柳川以南の段丘上～段丘端部 出土遺物

検出遺構(平 成12年1月 現在)土 器:縄 文時代中期土器

遺構名 数 備 考

ブ ロ ッ ク 10 旧石器時代

竪穴住居跡 8 縄文 中期 初 頭6、 中期後 半1、 中期1

陥し穴 30 縄文25、 中世(?)5

土 坑 280 縄文中期。貯蔵穴、集石土坑を含む

溝 1 近代

石 器:ナ イ フ形 石 器 、槍 先 形 尖

頭 器 、 ス ク レ イパ.___、石

核(旧 石 器 時代)、 石 鍛 、

石 匙 、 打 製 石 斧 、 石 皿

(縄文 時代)

銭 貨:文 久 永 寳

馬捨場遺跡は、入ヶ岳から流れる柳川以南の段丘上に立地す る。この入ヶ岳の裾野は近年の

圃場整備 によ り平坦 となっているが、本遺跡(① ・②区)と 周辺遺跡の発掘調査で入 ヶ岳の押

し出しとZ.ら れる厚い礫層が堆積する谷が確認されている。段丘上は狭小 な尾根 と谷が連続

す る複雑 な地形であったと考 えられる。調査対象地の一角 は、近代 まで地元小屋場の農耕馬の

埋葬地として利用 されてお り、遺跡名の由来 となっている。今回の調査では谷部付近 を除き調

査区全域で遺構が確認され、旧石器時代、縄文時代、中世以降の3時 期のものが認められた。

縄文時代の遺構では竪穴住居跡、土坑などがあ り、出土土器か ら大半が中期初頭の所産 と考

えられ る。竪穴住居跡は農 道が通 る尾根頂部付 近 に位置 し、① 区(SBO1、02、03)、 ②区

(SBO4、05)と も数軒が4～7m間 隔で近接 してお り、住居周囲には断面がフラスコ形を呈す

る所謂 「貯蔵穴」が密集す る傾 向があった。この状況か ら、尾根頂部の西側 と北側の2箇 所に

住居域が分かれて存在す る集落であ

ったと考 えられる。

底部に小ピットが付設された所謂

「陥 し穴」は40基 確認 され、尾根頂

部か ら段丘端部に向か う配列が見 ら

れた。縄文時代に帰属すると思われ

る陥 し穴は、平面プランと断面形状

から数種類に分類が可能であるが、

中期初頭の竪穴住居床下 と中期初頭

の土坑下部で見つかった ものがある

ことか ら、中期初頭以前の年代 を与

えることができる。その一方で、長

楕円形を呈 し規模 ・形状 ともに異質 第28図 馬捨 場遺 跡位 置 図(llOO,000)
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な陥 し穴が確認された。この遺構には壁に金属 と思われる工具跡が見 られ、原村、南平遺跡で

C14年 代測定の結果、中世の陥 し穴 と判明 したものに酷似 している。かか る形状 ・規模の陥し

穴は中世の所産の可能性が高 く、八 ヶ岳の裾野が中世の狩猟場であったことを考古学的に証明

できる可能性がある。

調査成果 として、ソフ トローム層 より出土 した旧石器がある。出土したナイフ形石器、槍先

形尖頭器、スクレイパー、石核、チップなど約800点 の遺物は、段丘上の尾根が柳川に向けて

傾斜する北斜面の肩部を中心に出土 した。石器は散在的に分布す る状況で、ブロックは北西斜

面の肩部に並列す る様相を示 していた。石器群はナイフ形石器が終焉 し槍先形尖頭器が増加す

る時期の ものと考 えられ る。

今回の調査では、段丘端部に近い③区でも縄文時代の遺構 ・遺物が見つか り、遺跡は段丘端

部 まで広がっていることが確認された。

来年度、段丘端部 を調査する予定であ

り、今年度の成果 とあわせて馬捨場遺

跡の内容がより明らかにされると思わ

れる。

第29図 旧石器の調査風景

第30図 馬捨 場遺 跡 縄 文 時代 以降 の遺 構配 置 図(ll,200)
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みの わ

9箕 輪遺跡(国 道153号 伊那市～箕輪町 ・伊那バ イパ ス関連)

所 在 地:上 伊那郡箕輪町三 日町

調 査 担 当者:臼 居直之 ・市川隆之 ・上田真

河西克造 ・桜井秀雄

調 査 面 積:13,000m2

延 べ 面 積:14,500㎡

調 査 期 間:平 成12年10月10日 ～平成13年1

・ 月26日(平 成13年2月26日 ～2

月28日)

遺 跡 の 立 地:天 竜川 と西山山麓か らの河川に

よ り形成された複合扇状地。

主要検出遺構:・ 竪穴住居跡29軒 ・掘立柱建

物跡7棟 ・平地式住居跡2棟

・土坑20基 ・溝跡34条 ・水

田跡 〔近世9地 点、古代2地 点、

古墳6地 点〕杭列畦畔9条

第31図 箕 輪遺 跡 の位 置(1 ioo,ooo)

第32図 調査区地形図及び本年度調査範囲
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主要出土遺物

土器:縄 文時代晩期、弥生時

代 中期～後期、古墳時代前期、

古墳時代後期～平安時代前半

の土師器 ・須恵器、中近世陶

磁器 石器:太 形蛤刃石斧、

扁平片刃石斧、打製石斧、打

製 ・磨製石鍛、砥石、磨 り石、

各種未製品 石製品:碧 玉製

管 玉、滑石 製模 造 品 土 製

品:土 玉、 ミニ チュ ア容 器

木製品:大 形槽、田下駄、建

築部材、杭 金属製品:ヤ リ

ガンナ、銅銭

第33図 杭列 畦 畔(SAlO3)検 出状況(ii① 区)

調 査 の 概 要:本 遺跡は昭和25・26年 に実施された大規模な土地改良工事によってその存在が

確認され、県内では低湿地立地の遺跡として早 くから注 目されていた。遺跡範囲は箕輪町から

南箕輪村にまたが る総:面積約100ha以 上 と捉えられている。

本年度の調査は、三 日町地籍 内の道路用地約20,000m2を 対象 として行 われた2力 年計画の1

力年 目の調査 である。調査 区は、ほぼ南北に走行す る現行道路に沿 って両側幅約20mを 全長

800mに わたって設定された。この調査地点は、西側山麓から発達 した扇状地の扇端にあたり、

中小河川が天竜川に注ぎ込む場所に位置する。このため重機による表土掘削において砂礫層の

起伏が繰 り返し検出され、中小 旧河道による低地 と微高地が複雑 に入 り組んだ状況が確認され

た。

遺構の分布状況は旧地形に付

第34図A低 地 近世 耕作 遺構(iii① 区)
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随 して、調査 区北側(1・II

区)の 低 地、中央 域(III一 ①

区)の 河 道 状 低 地、南 端 域

(III一② 区)の 微 高地に3区 分

され、低地からは主として近世

水 田跡、河道状低地からは古墳

時代か ら近世 にわたる水 田跡、

微高地か らは弥生時代中 ・後期、

古墳時代の集落がそれぞれ検 出

された。

(1)北 側低地域 〔1・II区 〕

調査=区北端からは弥生後期に



遡る河道が2条 、弥生終末期 の竪穴住居跡が1軒 検出された。 このほかは、ほぼ全域で中近世

の水田土壌 を確認 した。水 田面は酸化鉄の集積状況等で検出を試みたが部分的に認識 される程

度であ り、畦畔 となる杭列は7条 検 出されたが、盛 り土は後世の耕作により不明確 であった。

ただし杭列は2条 を1単 位 として走行す る特徴が捉えられ、杭出土の検出面に違いが認められ

ることから数回補強が行われていた可能性が指摘された。本調査 区で確認された杭列畦畔は、

従来の調査 と合わせ て箕輪遺跡全体 で検討 していきたい。

(2)河 道状低地域 〔III一①区〕

中央部の河道状低地はA～Gの7地 点で確認された。本低地は砂礫層の高低により各地点で

状況が異なるが、古墳 ・平安 ・中近世の小規模 な水田跡 と認識された。最下層の水 田土壌は暗

緑灰色シル トで、6地 点において耕作時の痕跡 と思われる凹凸が検出された。この土壌からな

る水田は、E低 地の耕作土内から出土 した土器が古墳中期であったことから古墳水 田として捉

えた。水田区画 となる畦畔状の高まりはA・E・Gの3低 地で認め られ、一辺2～5mの 不整

方形の水田が部分的に検 出された。またE低 地南端には、溝跡と横木 ・杭 を芯材 とする大畦畔

があ り、大形槽や建築材が利用 されていた。平安水田跡はA・C・E低 地で畦畔状の高ま りと

大小の円礫が列状に並ぶ痕跡から水田区画を捉えた。区画は地形に沿った不整長方形 とな り、

畦畔付近か ら平安前半期の杯が出土 した。近世水田跡で特筆する遺構は、A低 地で砂礫層に被

覆 された小畦畔32条 である。畦畔は南北に約1.5m間 隔で西南西か ら東北東方向へ平行 して走

行 し、北側には杭列 を芯材 とする大畦畔が確認された。耕作面には部分的な凹凸が確認された

が、整然 とした砂礫層の堆積状況 と南北方向の畦畔が2条 と少ないことか ら水田遺構 とするか

は今後検討 したい。

(3)集 落域 〔III一②区〕

集落域は、調査区南端約1,500m2の 範囲に検 出された。出土遺物で最 も古い時期 は、縄文時

代晩期の土器数片で、天竜川の河道を含めた本調査区の地形形成が該期に遡 ることが示唆され

た。遺構 としては、弥生時代中

期後半 ・後期 中葉、古墳時代後

期前半の竪穴住居跡や掘立柱建

物跡、古墳時代前期の廃棄土坑

などが検出され、弥生中期から

古墳後期 まで断続的に集落が存

在す る状況が確認 された。

弥生中期の竪穴住居跡は10軒

確認 され、住居内からは千曲川

流域に分布の中心がある栗林式

土器や磨製石器類が多量に出土

した。磨製石器のなかでも太形

蛤刃石斧は善光寺平に産出する 第35図 弥生 中期 竪穴 住居 跡(SB22)遺 物 出土状 況
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石材で、扁平片刃石斧類は本地域産 出の石質であった。

また石鎌、も多数出土 し打製 と磨製の両者が存在 し、7cm

以上の長さを有する大型品が注 目される。住居内からは

大小の砥石や黒曜石 の石核 などが共伴 していることから、

本遺跡で石器製作が行われていたことが窺われる。弥生

中期の集落は上伊那地方では初 となる遺構群 で、土器様

相や石器組成の上で重要な資料 となるであろう。

弥生後期は竪穴住居跡6軒 、掘立柱建物跡数棟などが

検出された。住居構造は、柱穴埋土が微妙であり不明確

な点 もあったが、本地域特有の石囲い埋甕炉 を数軒で確

認 した。また直径約6mの 周溝 と溝内に柱穴が並ぶ平地

式住居が検出され、集落構造を解明する上で注 目される。

該期の出土遺物は比較的少なかったものの器形がわかる

一括土器資料が得 られた。

古墳後期の遺構は、検出面か ら浅 く、カマ ド等の住居

構造が十分に把握されなかったが、竪穴住居跡8軒 と掘

立柱建物跡6棟 などが確認された。一辺7.5mの 大形住

居や大形掘立柱建物跡が存在 し、本調査地点が集落の中

心的役割を担 っていたことが指摘 される。 また住居内か

らは滑石製模造品類 と臼玉が数点出土 した。

第36図 集落域 全 景(南 よ り)

20 第37図 微高地集落域全体図



かわ じ だいみょうじんばら

10川 路大 明 神原遺 跡(一 般国道474号 飯喬道路 ・三遠南信 自動車道関連)

所 在 地:飯 田市川路5435ほ か

調査担当者:若 林卓 西嶋力 青木一男

調 査 面 積:25,940m2

調 査 期 間:平 成12年4月17日 ～12月23日

遺跡の立地:天 竜川西岸の河岸段丘

遺跡の特徴:縄 文時代 中期の集落

検 出 遺 構 二竪穴住居 跡30(27)、 土坑640

(480)()内 は本年度分

出 土 遺 物:縄 文土器 ・石器

調査の概要:川 路大明神原遺跡は、飯田市

南部の天竜川に面 した河岸段丘上に立地 し、

第38図 川 路大 明神 原遺 跡の位 置(llOO,000)

三遠南信 自動車道の建設に伴って昨年度より当センターが発掘調査 を実施 している。

遺跡内の地形は中央にある南北方向の谷を挟んで東西で異なる。東側は台地状の地形を成 し

てお り、天竜川に近い東端部が最 も高 く、南と西へ向かって緩やかに下っている。西側は川路

丘陵山麓の扇状地で、東南に延びる尾根状微高地 と谷状微低地か ら構成 される。本年度の調査

は、東側台地の北部を対象に確認調査 と面的調査を行い、また、西側扇状地南部の微高地にお

いて確認調査 を実施 した。

検 出された遺構は竪:穴住居跡、土坑、集石炉がある。

竪穴住居は⑧ 区で26軒 、⑱区東南隅で1軒 が検出された。⑧区の竪穴住居は台地頂部の平坦

地に近接 して営まれているが、とくにその北半部に集中 し、幾つかのまとまりをもって分布す

る様相 をみせている。平面形状は円形ないし略円形が主流で、隅丸方形に近い形態や楕十q形が

少数ある。炉は床面中央 と壁の中間あた りの位置に築かれ、±器埋設炉 と小形の礫 を用いた石

囲炉が認められ るが、後者の割合が圧

第39図 ⑧区調査状況

倒的に多い。また、前者か ら後者への

造 り替えがなされた例 もある。壁下に

周溝を廻 らせる住居は6軒 確認され、

うち4軒 が石囲炉 をもつ。出+遺 物か

ら竪:穴住居の時期は縄文時代中期中葉

か ら後葉 と考えられる。

土坑は陥 し穴のほか、円形土坑があ

る。陥し穴はすべての調査区において

検出された。台地頂部の平坦地を中心

に分布 し、⑧区では一部集落域 と重な

る。天竜川の崖際の⑯ ・⑰区では検出
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第40図 調 査範 囲(1= 40,000)
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土坑の多くが陥 し穴で

ある。平面形は楕円形

・長方形で、壁は下部

が垂直に立上が り上部

が漏斗状に開 く場合が

多 く、底面に小 ピット

をもつ ものともたない

ものがある。底 ピッ ト

の形態は1穴 、2穴 、

複数の細い杭痕状、の

三類型が認め られる。

遺物は殆 どないが、円

形土坑 を切る例、切 ら

れる例 ともにある。

円形土坑 も殆 どの調 、

査 区で検出 した。台地

頂部平坦地に主に分布

し、斜面には少ない。

⑧区においては住居の

近 隣 に単独 ない し2

～3基 が まとまって群

詐オ喝ろイ晒「白嶺〉,み一ぜろ.

楕円形に近い形状 もあ

るが、直径1～1.5m

前後で、底面は平坦、

壁はほぼ垂直で袋状 を

呈す る場合 も多い。形

状か ら貯蔵穴である可

能性が高い と思われる。

また、底 と壁の一部が

二段掘 り状(横 穴状)

を呈するものがある。

遺物の出土は比較的多

く、分布状況 を考 え併

せ、竪穴住居 とほぼ同

時期の ものと考える。



集石炉は⑧区南部で1基 検 出された。内部に

拳大の焼礫 と炭化物が多量に入 っている。遺物

は出土 しなかった。

出土遺物は未整理であるが、土器には在地系

のほか東海系、加曾利E系 な どの他地域系の土

器がみられる。石器は打製石斧 ・横刃形石器 ・

石錘の多さが 目立ち、石鍛 ・石匙等の小形剥片

石器類や石皿 ・磨石は多 くない。

今回の調査で、東側台地の西縁部に、縄文中

期中葉から後葉の集落が展開することが明らか

になった。台地中央から東縁部では住居は1軒

検出されただけであるが、円形土坑の分布状況

か らすれば、集落跡が存在する可能性はある。

未調査地が広 く残っているので、来年度以降の

調査により遺跡内容はさらに明 らかになるであ

ろう。なお、西側扇状地部の確認調査では方形

プラ.ンと思われる竪穴住居跡2軒 と土坑および

焼土趾数基が検出された。この部分については

来年度に面的調査を行 う予定である。

第41図 竪 穴住 居跡(SBl8)

第42図 二段 掘 り状 土坑 と陥 し穴

たけ さ なかはら

11竹 佐 中原遺跡(一 般 国道474号 飯 喬道 路 ・三遠南信 自動 車道 関連)

所 在 地:飯 田市竹佐中原

調査担当者:青 木一男

調 査 面 積:4,860m2

調 査 期 間:平 成12年11月30日 ～12月8日

遺跡の立地:馬 の背状台地の北東斜面

検 出 遺 構:土 坑8基

(縄文時代、内1基 は陥 し穴)

出 土 遺 物:縄 文土器片 ・打製石斧各1点

調査の概要:竹 佐中原遺跡は石子原遺跡の
第43図 竹 佐 中原 遺 跡の位 置(llOO,000)

南東500mに 位置する。石子原遺跡の台地 とは、開析す る谷 を隔てて近接 した台地である。当

遺跡は、馬の背状台地の北東斜面に展開する。台地上はロームが厚 く堆積 し、縄文時代の土坑

が散在するが、その数は非常に少ない。斜面部では表土下に礫が混入する割合が高 く、遺構が

殆 ど検 出されなかった。本年度の調査地域は、遺構 とともに遺物の出土量 も非常に限られてお

り、集落域の周辺エ リアであった と想定される。
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いし こ ばら

12石 子原遺跡(一 般国道474号 飯喬道路(三 遠南信 自動車道)建 設事業関連)

遺跡所在地:飯 田市山本南平地籍ほか

調査担当者:大 竹憲昭 上 田 真

調 査 面 積:15,000m2

調 査 期 間:平 成12年5月15日

～同年10月20日

遺跡の立地:古 扇状地が浸食される過程で残

った馬の背状の丘陵

遺跡の特徴:旧 石器～古墳時代の複合遺跡

主な検 出遺構

古:墳時代:竪 穴住居跡1、 古墳周溝1

弥生時代:方 形周溝墓4

縄文時代:竪 穴住居跡6、 土坑50、 集石2

主な出土遺物

第44図 石 子原 遺跡 位置 図(llOO,000)

土器:土 師器 ・須恵器 ・弥生土器 ・縄文早期押型文土器 など

石器:石 鍼 ・懊形石器 ・ス クレイパー ・磨石 など(縄 文時代)

ナイフ形石器 ・2次 加工のある剥片など(旧 石器時代)

遺跡の概要 と調査の経緯

石子原遺跡は、飯田市の南西部山本地籍に位置する。西方には標高1397mの 高鳥屋山(た か

とや さん)が あり、遺跡はその山麓部 に発達 した扇状地にあたる。遺跡のある小丘陵は、この

地域で一番古 く形成された扇状地で、その後の浸食によ り、東西800m南 北250mの 東西に長い

馬の背状の台地が形成された。標高は630mを 測 る。 また、石子原の丘陵は古期扇状地の中で

も最高位をしめているため、久米川水系 と阿智川水系 との分水嶺をなしている。

遺跡は、今から28年 前の1972年(昭 和47年)の 中央 自動車道建設に先立つ発掘調査で、旧石

器時代(約3万 年前以前)～ 古墳時代(約1500年 前)に わたる複合遺跡であることが明 らかに

なった。その時に発見 された旧石器はいわゆる 「前期旧石器時代」に位置付け られ、長野県内

で最 も古い遺跡 として著名 となった。今 回の調査範囲は、前回の調査区に隣接するため、旧石

器の検 出が期待されたとともに、前回、中央道用地外に延び、完掘できなかった石子原古墳の

周溝や方形周溝墓 の続 きが検 出されることが調査前からわかっていた。

第45図 に本年度調査範 囲を示 した。調査区は、地形によ り台地上 と低地部に分 けられる。台

地上の第1調 査区は、試掘 トレンチを入れた後、本調査 に入 り、上記の遺構 ・遺物を調査 した。

中央道本線寄 りのほ うが遺物 ・遺構の密度が高 くなる(第46図)。 低地部 にあたる第2・3調

査区は、試掘 トレンチを入れたが、遺物包含層は検出されず、土壌サンプル採取、土層断面の

観察 ・記録 をして調査終了した。なお、第1調 査区の一部は用地未買収のため調査 は次年度以

降に行 うことに した(ア ミのかかっていない部分)。
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遺跡の層序

遺跡の基本層序は以下のようである。

第1層:表 土、層厚は平均30～40cm。 第

2層:旧 表土、古墳周溝内および墳丘内

にのみみられる黒色土。第3層=褐 色土。

縄文早期押型文土器や石器 を包含す る。

第4層::茶 褐色～暗黄褐色ローム層。本

来の旧石器包含層 と考 えられる。台地上

の地点によっては第3層 との判別が困難

である。第5層:黄 褐色ローム層。上部

で1点 だけ石器が検出された。以下、無 第45図 平 成12年 度 の調 査範 囲

遺物層 となる。台地北側 では、本層の最下底部に御岳第1軽 石層 と考えられ る軽石がブロック

状に検出された。第6層:赤 色風化帯 をもつ土壌。第7層:赤 色風化帯 をもつ砂礫層。第8

層:扇 状地礫層。石子原遺跡のローム層(赤 土)は 、台地上に降 り積 もった純粋な降下火山灰

層その ものではなく、周辺に降った火山灰が雨や風によってもたらされた再堆積層で形成 され

ているというのが地質学か らの所見である。したが って、地層による石器の年代決定は難 しい。

調査結果の概要

古墳時代:古:墳 周溝1基 と竪穴住居跡1軒 を調査 した。28年 前の調査では、石子原古墳 という

円墳 を1基 調査 しているが、今回はその周溝の残 り部分 を調査 した。竪穴住居跡は1軒 だけ単

独検出された。

弥生時代:方 形周溝墓4基 を調査 した。 うち1基 は、主体部の残存状況が良好 で、棺の大きさ

や埋葬方法 を知 る上で好資料 といえる。

縄文時代:早 期押型文期の好資料が得 られた。発見された遺構は、竪穴住居跡が6軒 と同時期

と考 えられ る焼土跡 ・土坑が約50基 であった。押型文期は、竪穴住居跡で構成 されるムラの出

現期にあたるが、まだまだ事例が少ない。住居規模 の大小、炉や柱穴等の住居内施設の有無な

どバラエティーが多く、今後整理作業を進めていけば、出現期のムラようすが明らかになって

い くと思われる。

旧石器時代:第3層 下部 ～第4層 にかけての遺物は約40点 であった。深い ものはローム層上面

か ら約40cmを 測 り第5層 に食い込むもの もあったが、多くは、第4層 上部か ら出土 した。平面

分布は大 きく3群 にわかれるが、それらの中には縄文期の遺物 も確実に含 まれてお り、現段階

ですべてを旧石器の遺物 とは言い切れない。前回(昭 和47年 調査)出 土の旧石器 と比べると、

遺物が出土 しは じめる層準は同じだが、前回の方がより深 くまで出土が続 く。今回の石器群 の

特徴は前回の石器群 と一部共通す る点もあるが、後期 旧石器時代に特徴的なナイフ形石器がみ

られることか ら、時期的には後続す る石器群をも含んでいるとまとめ られる。つま り、石子原

遺跡の旧石・器は、前期旧石器(中 期旧石器)末 か らそれ以降の後期 旧石器時代 まで断続的に続

いていた可能性が強 くなった。
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第46図 石 子 原遺 跡 遺 構配 置図(1600)
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こまこめ

13駒 込遺跡(県 単農道整備事業関連発掘調査報告書 ・整理作業)

担 当 者:川 崎 保

経過 駒込遺跡は北佐久郡浅科村桑山に所在する縄文時代か ら中近世に至 る複合遺跡で、平成

10年度か ら11年度 まで発掘調査が実施 された。本年度は報告書刊行 に向けた整理作業が行 われ、

平成13年2月 に報告書が刊行 される。

整理作業 縄文土器の接合 をまず行ったが、想像以上に脆 くそのまま従来 どお りセメダインや

ハ イスーパーなどの接着剤で接 合しても、土器 自体が破損 して しまうので、樹脂含浸 をして土

器 を強化する作業 を行 うこととした。

当初ボンコー トを水に溶か して徐々に濃度 を上げてい く方法で一部の土器にボンコー トによ

る硬化が行われたが、①土器に含浸す るのに数 日間かか る。②ボンコー ト水溶液に土器 を入れ

てお くと、土器内部の空気が土器の表面で気泡 とな り、そのままかたまって しまうことがあっ

た。よって、復元室 との相談の上、①含浸速度が5分 以内と速い。②水に溶かす必要はなく、

濃度を上げる必要がない。などの利点があるシー ラー という樹脂を試用 した ところ、非常 にス

ムースに土器 の硬化 を行 うことがで きた。 シープ.__.もボンコー ト同様にそのまま放置す ると表

面が光ってしまうが、液か ら出したあと流水 中で表面をすすげば、てか りを防 ぐこ とができる。

また、シー ラーは硬化すると、有機溶剤にもほとんど溶けることがなく、接着剤はシープ.___で

覆われると剥がすのは非常に難 しい。よって含浸前に接着剤で接合するのは避けたほ うが よい。

このほか土器接合復元、遺物実測、遺構図作成、 トレース、写真撮影、図版組み、原稿執筆

などを行った。

成果 詳細は本報告書 を参照されたい。

遺構の主体は古代や中世が大半を占めた。

とくに 目立った遺物はなかったが、竪穴

住居跡に伴い中央部が堅 くしまっている

円形の焼土集 中が2箇 所(竪 穴住居跡

SB13のSF1とSF2)認 め られ る。これ

に対応するように鉄澤系遺物や焼けて変

形 した土器なども採集されていて興味深

い。製鉄関連施設であろうか。

また、遺構外ではあるが、縄文時代中

期後葉の土器、石器がまとまって出土 し

ている。佐久系土器 もしくは鱗状短沈線

文土器などと呼称 されている資料(第47

図)が 過半 をしめるが、加 曽利E式 系土

器 も見 られる。 第47図 駒 込遺 跡 出土縄文 土器(18)
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こうさかやま

14香 坂山遺跡(上 信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書29・ 整理作業)

担 当 者:谷 和隆

経過 と本年度の作業 香坂山遺跡は佐久市大字香坂 山地籍に所在 し、ガラス質黒色安山岩の産

地である八風山の中腹に位置する。平成9年 に調査が行われたが本年度まで整理作業は行われ

なかった。

本年度は遺物の実測 ・トレース、遺構の トレース他、報告書刊行にいたるまでのすべての整

理作業が行われた。

遺跡の概要 姶良丹沢火 山灰(以 下AT)下 層から出土 した石器390点 と礫28点 は、新たに認

定された6ヶ 所のブロックに分布す る。器種組成は貝殻状刃器18点 、石刃10点 、鋸歯縁状削器

3点 、厚刃掻器4点 、揉錐器1点 、2次 加工のある剥片3点 、剥片226点 、砕片113点 、石核11

点、礫器1点 となった。これらの石器は貝殻状刃器 を主体 として縦長剥片を持たない第1～4

号ブロックと、縦長剥片持つ第5号 ブロックに分けられる。両者の層位的な差異は認め られな

いが、器種組成および剥片剥離技術は大 きく異なるため、層位に現れない時間差や遺跡を残 し

た人間の差が現れているものと思われる。

遺跡は旧石器時代の主要石材の1種 であるガラス質黒色安山岩の産地に位置しているが、石

器文化の内容はごく一一般 的なもので、特に原産地遺跡的な様相は見 られない。

ささはらうえ

15笹 原上第1・ 第2遺 跡(県 営蓼科ダム関連発掘調査報告書 ・整理作業)

担 当 者:宇 賀神誠司

茅野市豊平に所在 し、北八 ヶ岳連峰の西麓、標高1,200m

から1,250mの 緩斜面に位置 している。平成8年 度に調査 を

実施 し多数の陥し穴を確認することとなり、同9年 度に図版

作成および原稿執筆以外の整理作業が終了している。一部未

買収地が存在 し、その他架設ヤー ドの調査 も行 う必要がある

のだが、依然 として本体部分の用地買収が進行せず、現段階

での報告書作成 を念頭に置き、本年度は版下の作成お よび原

稿執筆 を行った。

陥し穴については、すでに貼壁の可能性を指摘 して きたが

(『年報』13・ 『年報』14)、 現段階ではさらに逆茂木痕の形態

にも注意 をは らい、「埋め込む」存在 と 「打 ち込む」存在に

分類 し、これに平面形態 と貼壁の存在 を重ね・合わせて時代差

を表徴 しようという考 えに至 っている。狩猟形態の一端 をど

こまで判断可能かわからないが、一応の分類形態を示 して今

後の発掘のひ とつの課題になれば と考えている。

第48図 ふ た とお りの 逆茂木 痕
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II普 及 ・公 開活 動 の 概 要

1現 地 説 明 会

今年度の現地説明会は、発掘調査が実施 された12遺 跡中6遺 跡で7回 行 われた。信濃町仲町

遺跡(C地 点)で は7月22日(日)に 、同遺跡を隣 り合 わせて調査 している信濃町教育委員会

と合同で実施 し、旧石器時代から縄文時代:草創期の遺物 を中心に公開 した。地元の方々を中心

に80名 ほどの見学者が集まった。

大町市山の神遺跡では7月30日(日)に 、建設省国営アルプスあつみの公園工事事務所の主

催で、長野県埋蔵文化財センター ・長野県教育委員会 ・大町市の協力によって、発掘調査体験

会が実施された。一般公募の4年 生以上の親子15組 の30人 が発掘調査や土器洗いなどを体験 し

た。

飯田市石子原遺跡では8月27日(日)に 実施 し、旧石器時代から古墳時代の遺構 ・遺物を公

開した。下伊那地域の方々 を中心に200名 以上の見学者が集まる結果 となった。当地域の遺跡

への関心度 を示す現地説明会 となった。

信濃町仲町遺跡(B地 点)で は9月15日(日)に 実施 し、旧石器時代 と平安時代の遺構 ・遺

物 を公開 した。 またあわせ て昨年度調査の信濃町照月台遺跡にて発見された2万5千 年前の希

少な穴跡の剥 ぎ取 りレプ リカも公開された。

第49図 信濃町仲町遺跡での町教育委員会との合同現地説明会
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茅野市長峰遺跡では10月22日(日)に 実施 し、縄文時代中期や後期の遺構 ・遺物 を公開 した。

昨年度に続 き当遺跡での2度 目の説明会 となった。平成10年 度 まで調査 された隣接する聖石遺

跡と共に縄文時代 を代表する遺跡 とあって、300名 以上の見学者が訪れた。

飯田市川路大明神原遺跡では10月29日(日)に 実施 し、縄文時代 中期の遺構 ・遺物 を公開 し

た。昨年度に続き当遺跡での2度 目の説明会 となった。今年度はあいに く雨の中での説明会 と

なったが、50名 以上の熱心 な見学者が訪れた。

箕輪町箕輪遺跡では12月22日(金)に 実施 し、弥生時代 中期の遺構 ・遺物を中心に公開 した。

上伊那地域の方々を中心に150名 以上の見学者が集まる結果 となった。準備から実施まで短期

間でのこととなったが、予想以上の見学者 とな り、遺跡 を理解 していただ くよい機会 となった。

2展 示会等

今年度も昨年度に引 き続 き県内市町村教育委員会の協力を得 た企画展 とし、開催地域 も県内

各地に拡大し、開催会場 も公的な展示機関以外での実施 も試みた。昨年同様、新たな見学者層

や理解者層の開拓 をも目指 した ものである。展示資料については、出土遺物、写真パネルなど、

会場にあわせて資料 を選択 し、展示 を行 った。今年度の展示資料は以下の通 りである。

[当センター保管資料]

信濃町:仲 町遺跡、照月台遺跡、大町市:山 の神遺跡、更埴市:屋 代遺跡群、茅野市:長

峯遺跡、聖石遺跡、馬捨場遺跡、箕輪町:箕 輪遺跡、飯田市:川 路大明神原遺跡、石子原

遺跡、赤い土器の復元資料、整理作業風景パネル、当センターの紹介パネル

[市町村保管資料]

中野市:安 源寺城跡遺跡、高山村:湯 倉洞窟遺跡、長野市:綿 内南条遺跡、大室古墳群、

坂城町:青 木下遺跡、穂高町:他 谷遺跡、豊科町:山 ノ上古窯跡遺跡、茅野市:梨 ノ木遺

跡、高森町:武 陵地1号 墳、飯田市:恒 川遺跡群、上松町:吉 野遺跡、大桑村:大 野遺跡、

万場遺跡

平安堂新長野店3階 フ リー スペース を会場 とした展示会 を、7月16日(日)～7月27日

(木)に 実施 した。展示パネルは19点 である。長野駅前の買い物客 などが多い会場 で、これま

での固定的なファン以外の新 たな見学者層の開拓を期待 した。

木曽広域連合 との共催 による木 曽文化公園内会議室を会場 とした展、示会 を、12月9日(土)

・12月10日(日)の2日 間実施 した。木曽街道400年 祭 りのプレイベ ン トとして行われた。展

示遺物は木曽郡内出土の土・器や石器 を中心に約180点 を展示 し、写真パネルは39点 であった。

2日 間で250名 以上の見学者が訪れた。見学者のほ とんどが非常に熱心で、多い方は会場を5

回 も6回 も繰 り返 し見学 していた。会場は会議室 を利用 したものであったが、木曽郡内資料の

みならず、県内資料 を持ち込んだ試みに、見学者の多 くから`とても よか った'との声 をいただ

いた。

JR篠 ノ井駅 自由通路を会場 とした展、示会 を、平成12年11月14日(火)～ 平成13年1月15日

(月)に 実施 した。展示 した写真パネルは12点 である。篠 ノ井駅 自由通路 を利用することによ
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り、通行する方々に何げなく目に止めてもらい、少しでも多 くのファンや理解者の開拓に期待

した。

長野県庁1階 ロビー を会場 とした展示会を、1月29日(月)～2月9日(金)に 実施 した。

展示遺物は13点 、写真パネルは10点 であった。行政関係者や一般県民の理解向上に期待 した。

長野県庁 を訪れた多 くの方々が関心 を示 していた。

長野県県民文化会館展示ホールを会場 とした展示会 を、2月1日(木)～2月12日(月)に

実施 した。展示遺物は200点 、写真パネルは50点 であった。平成10年 度以来3年 目となる今年

度は、開催期間12日 間で1167人 ほどの見学者があった。

長野県立歴史館企画展示室 を会場 とした展示会 を、3月17日(土)～5月13日(日)ま で行

っている。展示資料は当センター保管資料や県内市町村教育委員会保管資料 を合 わせて遺物約

1200点 、写真パネル約65点 である。5月 の連休明けの入館者 も多く見込めることか ら、今一年度

は昨年度 よりも1週 間開催期間を延長 した。また、県民に展示資料や県内出土資料を通 しての

歴史理解 をより一層深めて もらう目的で、財団法人八十二文化財団のご協力 を得て、4月22日

(日)に 講演会を行 うこととなった。今回の講演会は下伊那地域で出土 した`富本銭'や`和同開

弥銀銭'を通 して、古代信濃の歴史像 を理解 していただ くことを目的 とした。小林正春氏、栄

原永遠男氏、松村恵司氏にご講演いただ く。

昨年度は、3月18日(土)～5月7(日)の 開催で11611人 の入館者であった。

第50図 木曽文化公園会議室での展示会
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3指 導 ・研 究会 ・学習会

期 日 講 師 指導内容

12/5/26

12/6/21

12/10/11

信州大学 ・赤羽貞幸教授

元信州大学 ・河内晋平教授

地質学者 ・松島信幸氏 ・寺平宏氏

山の神 ・菅ノ沢遺跡の地質 ・地形について

長峯遺跡の地質 ・地形について

石子原遺跡の地質について

4刊 行物

「県単農道整備事 業大野田地区埋蔵文化財発掘調査報告書一駒込遺跡」

「上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書29一 香坂山遺跡」

「長野県埋蔵文化財センター年報17」

「長野県埋蔵文化財センター紀要9」

このほか当センターの内部情報紙 として調査速報 を4回 発行 した。
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III機 構 ・事 業 の 概 要

1機 構

(1)組 織

①働長野県文化振興事業団組織

[理事会]
1

理事長(県 知事)副 理事長(長 野県県民文化会館館長)

常務理事(県 生活環境部長)

理事13名(学 識経験者、長野県考古学会会長、長野県立歴史館館長、

長野県埋蔵文化財センター所長 など)

事務局

長野県県民文化会館 長野県伊那文化会館 長野県松本文化会館

長野県信濃美術館 長野県飯田創造館 長野県佐久創造館

長野県立歴史館 長野県埋蔵文化財センター

②長野県埋蔵文化財センター組織図

所長 副所長 管理部長 管理部長補佐 職員

(常勤)(行 政職)一 「(行 政職)(行 政職)(行 政職)

一調査部長 一 「一調査第一課長 調査研究員

一調査第二課長 調査研究員

(2)所 在地

更埴市屋代清水260-6

篠 ノ井整理棟 長野市篠ノ井布施高田963-4

2事 業

(1)調 査事業

ア 調査遺跡

国営アルプスあつみの公園関係 大町市内5遺 跡 建設省関東地方建設局の委託

国道18号野尻バイパス関係 信濃町内2遺 跡 建設省関東地方建設局の委託

国道18号更埴坂城バイパス関係 更埴市内1遺 跡 建設省関東地方建設局の委託

国道474号飯喬道路関係 飯田市内3遺 跡 建設省中部地方建設局の委託

国道153号伊那バイパス関係 箕輪町内1遺 跡 長野県土木部伊那建設事務所の委託

緊急地方道整備関係 坂城町内1遺 跡 長野県土木部更埴建設事務所の委託
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担い手育成基盤整備事業関係 茅野市内1遺 跡 長野県諏訪地方事務所 ・茅野市の委託

広域営農団地農道整備事業関係 茅野市内1遺 跡 長野県諏訪地方事務所の委託

畑地帯総合整備事業関係 南牧村内1遺 跡 長野県佐久地方事務所の委託

イ 整理事業

上信越 自動車道関係 佐久市内1遺 跡 日本道路公団東京建設局の委託

県単農道整備事業関係 浅科村内1遺 跡 長野県佐久地方事務所の委託

ウ 保存処理事業 上松町、大桑村、飯田市、松本市、中野市の委託

工 職員派遣

要請 を受け、調査課職員 を飯田市に1名 、木曽広域連合に2名 派遣。

(2)事 業 費

上信越 自動車道関係:30,150千 円、国営アルプスあつみの公園関係:42,110千 円、国道18号

野尻バイパス関係:243,679千 円、国道18号 更埴 ・坂城バイパス関係:68,690千 円、国道474号

飯喬道路関係:152,433千 円、国道153号 伊那バイパス関係:82,968千 円、緊急地方道整備関

係:27,025千 円、担い手育成基sm.備 事業芹ガ沢地区関係:108,661千 円、県単農道整備事業

関係:2,730千 円、広域営農 団地農道整備事 業関係:23,858千 円、畑地帯総合整備事業関係:

3,892円 、飯 田市内 ・上松町 内 ・大桑村 内 ・中野市内 ・松本市 内出土遺物保 存処理事業:

10,280千 円

(3)普 及活動(29ペ ージ参照)

(4)職 員研修

ア 講師招聰および来所による指導 ・講習会等(32ペ ージ参照)

イ 奈良国立文化財研究所関係

期 日 日数 課 程 参加者

13/2/6-2/8 3 測量外注管理課程 柳沢 亮

ウ その他の学会関係研究会 ・研修会 ・講演会

期 日 発表者 内 容

12/6/11 川崎 保 「東アジア と縄文時代のシナノの装 身具」上田国分寺資料館市民

講座

12/8/29 鶴田典昭 「千曲川押羽流域水制発掘報告」小布施町高齢者学級

12/9/10 河西克造 「甲信越地方における織豊期城郭の礎石建物」織豊期城郭研究会

12/10/21 水沢教子 「縄文土器胎土分析研究の現状 と課題」信州縄文文化研究会

12/11/26 青木一男 「善光寺平の古墳時代」長野郷土史研究会

西山克己

土屋 積

12/12/2 川崎 保 「縄文時代千曲川流域の打製石斧の石材」信州縄文文化研究会

13/2/3-4 百瀬:長秀 「高井東式前後の中部高地」第14回 縄文セ ミナー

13/2/11 柳澤 亮 「茅野市長峯遺跡」
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河西克造 「茅野市馬捨場遺跡」第13回諏訪地区遺跡発表会

期 日 参加者 内 容

12/11/16一 一17

12/11/25-26

12/12/16

13/2/23～25

西山克己

寺内隆夫

水沢教子

土屋 積

跨帯を巡る諸問題(奈 良国立文化財研究所)

火炎土器様式圏の研究(新 潟県立歴史博物館)

生産 と利用に関する歴史資料分析研究(国 立歴史民俗博物館)

東海考古学フォーラム

そのほか、各種学会 ・研究会 ・シンポジウムなどへの参加 多数

工 県外博物館 ・埋文センター ・遺跡等視察及び資料調査

期 日 視察 ・調査他 参加者

12/8/28～30

12/9/9

12/9/13-15

12/11/20-22

13/2/28～

フォッサマグナ ミュージアム

岡山城跡

奥三面遺跡群、十 日町市立博物館等

熊本県大津町瀬田裏遺跡等

奈良国立文化財研究所、飛鳥史料館

水沢教子

河西克造

寺内隆夫

川崎保、桜井秀雄

西山克己

そのほか、各地の博物館 ・研究機関などの視察 ・調査 など多数

オ 全埋文協などへの参加

期 日 会議名 開催地 参加者

12/4/20 全埋文協中部北陸ブロック連絡会 長野市 佐久間鉄四郎以下5名

12/6/8～9 第20回 全埋文協総会 浜松市 佐久間鉄四郎、長浦忠雄

12/10/5'一 一6 全埋文協研修会 山口市 小林秀夫、宮島孝明、土屋積

12/10/5～6 全埋文協中部北陸ブロックコンピ 名古屋市 谷和隆
ユ ー タ,___等 研 究 委 員 会

12/10/12～13 全埋文協 中部北陸ブロック連絡協 静岡市 百瀬長秀、青木雄一

議会

12/11/16～17 関東甲信越静埋蔵文化財担当者会 秩父市 町田勝則、大竹憲昭

13/1/23～24 埋蔵文化財担当職員等講習会 千葉市 柳沢亮

力 県内市町村および関係機関への協力 ・指導等

期 日 市町村等 協力 ・指導内容 協力者
ノ

12/4/1～ 国立歴史民俗博物館 基幹研究共同研究員 水沢教子

12/4/12.14 奈良国立文化財研究所 大月川岩屑なだれの年代検討会 川崎保

12/8/31～ 波田町 元寺場遺跡の発掘調査指導 市川隆之

12/7/21 長野市 史跡大室古墳群整備委員会 小林秀夫

12/9/18 戸隠村 根子屋城跡の調査:について 河西克造

12/10/27～28 木曽広域連合 縄文時代前期末葉土器群の整理 上田典男

12/11/22 愛知県埋文センター 牛牧遺跡出土土器鑑定 百瀬長秀

12/11/24 中野市 高遠山古墳整備検討委員会 小林秀夫

12/12/12 木曽広域連合 縄文時代中期土器群の整理 寺内隆夫
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キ 平成12年度市町村埋蔵文化財担当者発掘技術研修会

一長野県教育委員会 ・長野県立歴史館と共催

1日 時

2会 場

3内 容

4参 加者

平 成12年12月5日(火)13時00分 ～16時00分

箕輪町箕輪遺跡

①沖積低地の発掘調査

②発掘調査現場での安全管理

53名 、

百瀬長秀調査一課長 臼居直之調査研究員

小林秀夫調査部長

ク 資料貸 し出し

期 間 遺 跡 貸 し出 し資料 貸出先 ・目的

12/9/20-12/10

12/9/1～11/30

聖石

屋代

縄文土器 ・輩翠製品 ・土偶

木製形代など

横浜市歴史博物館企画展

上田市立国分寺資料館企画展

そのほか写真等の貸 し出し多数

ケ 同和研修

期 日 研修名 会 場 参加者

12/12/7 部落解放県民大会 長野県民文化会館 春・日光 雄
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平成12年度役員及び職員

理事 ・所長 佐久間鉄四郎

副所長 春日光雄

管理部長 春日光雄(兼)調 査部長 小林秀夫

管理部長補佐 宮島孝明

職員 長浦忠雄(主 任)青 木雄一(主 事)

調査課長 百瀬長秀 土屋積

調査研究員 青木一男 市川桂子 市川隆之 伊藤友久 上田典男 上田 真

宇賀神誠司 臼居直之 臼田広之 大竹憲昭 河西克造 川崎 保

桜井秀雄 田中正治郎 谷 和隆 鶴田典昭 寺内隆夫 中島英子

蟄田 明 西 香子 西嶋 力 西山克巳 広田和穂 藤原直人

町田勝則 水沢教子 柳沢 亮 若林 卓

調査員 徳永哲秀 西嶋洋子 山崎まゆみ
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